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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人工肛門や人工膀胱を装着した使用者の汚物を洗浄するための汚物流しユニットであっ
て、
　建物側の壁面に取り付けられ且つ建物側の排水設備に接続される排水ソケットと、
　上記壁面に固定される壁受部と、
　上記壁面に向かって、ほぼ水平方向に取り付けられる汚物流し本体とを有し、
　この汚物流し本体は、
　ボウル部と、
　上記ボウル部の背面側に配置され且つ上記ボウル部から延びる排水管路の下流端を水平
方向に向けて形成した排水口部と、
　上記排水口部の外周に取りつけられ且つ上記排水ソケットとの間でシールを形成するシ
ール部材と、
　上記ボウル部の背面側に形成された背面側壁部と、
　上記汚物流し本体を取り付けるときに上記壁受部上に載せられるように上記背面側壁部
に形成された背面側取付部と、を備え、
　上記壁受部は、上記汚物流し本体の上記排水口部を上記排水ソケットに向かってほぼ水
平方向に取り付けるときに、上記汚物流し本体の上記背面側取付部を載せる載置部と、上
記載置部よりも前方側において上記背面側取付部の落下を防止する落下防止部と、を備え
ていることを特徴とする汚物流しユニット。
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【請求項２】
　上記載置部は、上記壁面から前方側に水平方向に延びる請求項１に記載の汚物流しユニ
ット。
【請求項３】
　上記落下防止部は、前後方向の断面においてＵ字形状に形成され、その前部の上端は、
上記載置部以下の高さに配置される請求項１又は２に記載の汚物流しユニット。
【請求項４】
　上記汚物流し本体の上端は、人工肛門や人工膀胱を装着した使用者が立った状態で人工
肛門や人工膀胱の汚物を上記汚物流し本体に排出しやすい高さに設けられ、且つ上記汚物
流し本体の下端は、床から２５０ｍｍ以上の高さに設けられる請求項１乃至３の何れか１
項に記載の汚物流しユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、汚物流しユニットに係り、特に、人工肛門や人工膀胱を装着した使用者がそ
れらを洗浄するための汚物流しユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、特許文献１に記載されているようなオストメイト用汚物流しが知られている
。オストメイト用汚物流しは、人工肛門や人工膀胱を装着した使用者（オストメイト）が
それらを洗浄するための汚物流しとして多目的トイレや病院等の施設において用いられて
いる。オストメイト用汚物流しは、トイレの壁面に取付けられ、壁面から使用者側に突出
するボウル部を備えている。オストメイト用汚物流しのボウル部は、使用者が人工肛門や
人工膀胱を洗浄でき、さらに汚物をボウル部に廃棄できるように、前側に比較的大きく開
口されている。従って、オストメイト用汚物流しの重心位置は壁面よりもやや前側に位置
する。ボウル部の下部には、封水を形成する封水部と、封水部の下流側の排水口とが形成
される。この排水口が建物側の壁面の排水ソケットと接続され、汚物が建物側の排水配管
に排出される。
【０００３】
　このようなオストメイト用汚物流しは、いわゆるバックハンガーにより壁面に取付られ
た後、ボルト等により固定されていた。従来、特許文献２及び３に記載されているように
、壁掛け式の小便器や手洗器を壁面に取付けるためのバックハンガーが知られている。ま
た、特許文献４に記載されているように、壁掛式大便器を壁面に固定するためのボルトが
知られている。従来のバックハンガーを用いてオストメイト用汚物流しを壁面に取付ける
場合、汚物流し本体の背面側の取付部をバックハンガーの上方からバックハンガー上に引
っ掛けた状態とした上で、汚物流し本体を壁面に対して斜めに傾けた状態で保持し、バッ
クハンガー上部を支点として、汚物流し本体の下部を壁面に対して傾けながら近づける。
このとき、汚物流し本体の排水口を、斜めに傾けた状態から横向きに近づけた状態に移行
しながら、壁面の排水ソケットに挿入していた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－１７８４６０号公報
【特許文献２】特開２０１６－５６５２５号公報
【特許文献３】特開２００３－２６５３３８号公報
【特許文献４】特許５４０３２１６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　多目的トイレなどのトイレ空間を利用しやすくするために、上述した特許文献１に示す
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ようなオストメイト用汚物流しの、上端の高さを保ちながら、下端を上げることで、車い
すに乗った使用者の足先が当たらないようにして使い勝手を良くし、小型化することが検
討されている。
　しかしながら、オストメイト用汚物流しの高さ方向の小型化を進めるとき、バックハン
ガー上部と排水口との距離が近くなる。これにより、バックハンガー上部を支点として、
汚物流し本体の下部を壁面に対して斜めに近づける際に、排水口が比較的斜めに傾けた状
態のまま排水ソケットに挿入されることとなる。このとき、排水口と排水ソケットとの間
をシールするシール部材がめくれる又はずれる等してシール部材の取付不良を生じさせる
という課題が生じることとなった。
【０００６】
　そこで、本発明の発明者らは、壁面に仮置きの支えを形成し、汚物流し本体の背面側の
取付部を仮置きの支え上に配置し、汚物流し本体の全体及びその排水口を水平方向に移動
させて壁面に取付けることを検討した。この結果、排水口を排水ソケットに水平方向に挿
入することにより、シール部材を良好に取付できることが見いだされた。
　しかしながら、汚物流し本体が壁面に固定される前の仮置き状態において、オストメイ
ト用汚物流しの重心位置が前側にあるため、汚物流し本体が前側に倒れるように傾いて汚
物流し本体の背面側の取付部とバックハンガー上部とが外れ、汚物流し本体が落下してし
まう可能性がある課題が新たに生じた。
　特に、汚物流し本体は重量が比較的大きく、汚物流し本体を施工者が壁面に取付ける作
業が比較的困難となるので、シール部材の取付不良を生じさせることを防ぐこと及び汚物
流し本体が落下してしまうことを防ぐことが施工時の重要な課題となっている。
【０００７】
　そこで、本発明は、従来技術の欠点を解決するためになされたものであり、シール部材
が斜め方向に排水ソケットに挿入されることにより、シール部材の取付状態が不良となっ
て漏水を引き起すことを防ぐことができるとともに汚物流し本体が壁受部から外れて落下
し、自身が破損する又は床材を破損させることを防ぐことができる汚物流しユニットを提
供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するために、本発明は、人工肛門や人工膀胱を装着した使用者の汚物
を洗浄するための汚物流しユニットであって、建物側の壁面に取り付けられ且つ建物側の
排水設備に接続される排水ソケットと、上記壁面に固定される壁受部と、上記壁面に向か
って、ほぼ水平方向に取り付けられる汚物流し本体とを有し、この汚物流し本体は、ボウ
ル部と、上記ボウル部の背面側に配置され且つ上記ボウル部から延びる排水管路の下流端
を水平方向に向けて形成した排水口部と、上記排水口部の外周に取りつけられ且つ上記排
水ソケットとの間でシールを形成するシール部材と、上記ボウル部の背面側に形成された
背面側壁部と、上記汚物流し本体を取り付けるときに上記壁受部上に載せられるように上
記背面側壁部に形成された背面側取付部と、を備え、上記壁受部は、上記汚物流し本体の
上記排水口部を上記排水ソケットに向かってほぼ水平方向に取り付けるときに、上記汚物
流し本体の上記背面側取付部を載せる載置部と、上記載置部よりも前方側において上記背
面側取付部の落下を防止する落下防止部と、を備えていることを特徴としている。
　このように構成された本発明においては、汚物流し本体の背面側取付部を載置部までほ
ぼ水平方向に取付けることができ、且つ汚物流し本体の排水口部を排水ソケットに向かっ
てほぼ水平方向に取り付けることができる。これにより、汚物流し本体の排水口部が排水
ソケットに対して傾けられた状態で挿入されることを抑制することができる。よって、シ
ール部材が斜め方向に排水ソケットに挿入されることによりシール部材の取付状態が不良
となって漏水を引き起こすことを防ぐことができる。さらに、汚物流し本体を水平方向に
容易に施工することができる。
　また、本発明によれば、汚物流し本体の排水口部を排水ソケットに向かってほぼ水平方
向に取り付けるときに、汚物流し本体の背面側取付部を壁受部の載置部に載せた状態から
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、汚物流し本体が自身の重心により前向きに傾いて壁受部から外れて落下することを、落
下防止部により防止することができる。従って、汚物流し本体が壁受部から外れて落下し
、自身が破損する又は床材を破損させることを防ぐことができる。
【０００９】
　本発明において、好ましくは、上記載置部は、上記壁面から前方側に水平方向に延びる
。
　このように構成された本発明においては、載置部が壁面から前方側に水平方向に延びる
ので、汚物流し本体の背面側取付部を、壁受部の載置部に載せた状態でほぼ水平方向に移
動させながら取付けることができる。よって、本発明によれば、汚物流し本体の排水口部
を排水ソケットに向かってより確実にほぼ水平方向に移動させることができ、シール部材
の傾きやずれをより生じにくくすることができる。
【００１０】
　本発明において、好ましくは、上記落下防止部は、前後方向の断面においてＵ字形状に
形成され、その前部の上端は、上記載置部以下の高さに配置される。
　このように構成された本発明においては、汚物流し本体の背面側取付部を、落下防止部
の上端を乗り越えるように一端上方に移動させた後に壁受部の載置部上まで下降させるこ
となく、汚物流し本体の背面側取付部を、落下防止部の上端の上方を通過して載置部上ま
でほぼ水平方向に移動させるのみで取付けることができる。従って、本発明によれば、汚
物流し本体の排水口部が排水ソケットに対して傾けられた状態で挿入されることをより確
実に防ぐとともに、汚物流し本体の排水口部を排水ソケットに向かってほぼ水平方向に取
り付けることができる。
【００１１】
　本発明において、好ましくは、上記汚物流し本体の上端は、人工肛門や人工膀胱を装着
した使用者が立った状態で人工肛門や人工膀胱の汚物を上記汚物流し本体に排出しやすい
高さに設けられ、且つ上記汚物流し本体の下端は、床から２５０ｍｍ以上の高さに設けら
れる。
　このように構成された本発明においては、汚物流し本体の上端は、人工肛門や人工膀胱
を装着した使用者が立った状態で人工肛門や人工膀胱の汚物を上記汚物流し本体に排出し
やすい高さに設けられ、且つ汚物流し本体の下端が床から２５０ｍｍ以上の高さに設けら
れるような、高さ方向の比較的コンパクトな汚物流しユニットが形成される。本発明によ
れば、このような小型化された汚物流しユニットについて、汚物流し本体の排水口部を排
水ソケットに向かってほぼ水平方向に取り付けることができる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の汚物流しユニットによれば、シール部材が斜め方向に排水ソケットに挿入され
ることにより、シール部材の取付状態が不良となって漏水を引き起すことを防ぐことがで
きるとともに汚物流し本体が壁受部から外れて落下し、自身が破損する又は床材を破損さ
せることを防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態による汚物流しユニットを示す正面図である。
【図２】本発明の一実施形態による汚物流しユニットの汚物流し本体を壁面及び排水ソケ
ットに取り付けた状態において、汚物流し本体、排水ソケット及び壁受部を中央断面によ
り示す断面図である。
【図３】本発明の一実施形態による汚物流しユニットの壁受部の斜視図である。
【図４】本発明の一実施形態による汚物流しユニットの汚物流し本体を、壁面及び排水ソ
ケットに取り付ける前の状態において、汚物流し本体、排水ソケット及び壁受部を中央断
面により示す断面図である。
【図５】本発明の一実施形態による汚物流しユニットの汚物流し本体を、壁面及び排水ソ
ケットに取り付ける途中の状態において、汚物流し本体、排水ソケット及び壁受部を中央
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断面により示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、添付図面を参照して、本発明の一実施形態による汚物流しユニットを説明する。
まず、図１及び図２により、本発明の一実施形態による汚物流しユニットの基本構造につ
いて説明する。
【００１５】
　汚物流しユニット１は、人工肛門や人工膀胱を装着した使用者の汚物を洗浄するための
オストメイト用の汚物流しユニットである。汚物流しユニット１は、汚物流し本体２と、
汚物流し本体２の上部の壁面Ｗに設けられた水栓装置４と、壁面Ｗに設けられた水栓装置
４の操作部６と、壁面Ｗに設けられた液体石鹸供給器８と、壁面Ｗに設けられた鏡１０と
、汚物流し本体２の洗浄動作を開始させる洗浄操作部１２と、トイレットペーパーを配置
するペーパーホルダ１４とを備えている。
【００１６】
　水栓装置４は、給水源からの水を吐水することができる一般的な水栓装置である。操作
部６は、使用者の操作により水栓装置４からの吐水の吐水量及び吐水温度を調節するよう
になっている。
【００１７】
　汚物流し本体２は、自身の最下部が床面Ｇから浮かされた状態となるように背後の壁面
Ｗに沿って取付けられる壁掛け式の汚物流しである。また、汚物流し本体２は、後述する
排水トラップ管路が壁面Ｗに設置された配水ソケットに接続される壁排水タイプの汚物流
しである。汚物流し本体２は、表面に釉薬層が形成された陶器製である。
【００１８】
　汚物流し本体２は、前方側に形成されたボウル部１６と、後方上部に形成された導水路
１８と、前方側の外周を形成するスカート部２０とを備えている。
　さらに、汚物流し本体２の後方上部には、導水路１８に連通する洗浄水タンク（図示せ
ず）が設けられている。洗浄水タンクは、給水源から供給される洗浄水を貯留し、使用者
の洗浄操作部１２の操作により洗浄水タンクの排水弁が開閉され、洗浄水を導水路１８に
供給するようになっている。本実施形態においては、洗浄水タンク以外にフラッシュバル
ブにより洗浄水を供給するものであっても良い。このようなフラッシュバルブは、給水源
（図示せず）と連通し、フラッシュバルブ内には、給水弁（図示せず）が設けられており
、使用者の洗浄操作部１２の操作により給水弁が開閉されるようになっている。
【００１９】
　ボウル部１６は、ボウル形状の汚物受け面２２と、汚物受け面２２の下方に形成された
溜水部２４とを備えている。ここで、ボウル部１６には、汚物受け面２２の後方側に後壁
２６が設けられている。
【００２０】
　ボウル部１６の前方から見て後方側の中央部の少し右側に、吐水口２８が形成される（
図１参照）。吐水口２８は、導水路１８から供給される洗浄水をボウル部１６内の汚物受
け面２２上に吐水する。この吐水口２８は、汚物受け面２２内を旋回しながら流下する旋
回流を形成するようになっている。
【００２１】
　スカート部２０は、汚物流し本体２の外装を構成する。汚物流し本体２のスカート部２
０の上端２０ｂは、例えば前方側の上端２０ｂは、人工肛門や人口膀胱を装着した平均的
な身長の大人の使用者が立った状態で人工肛門や人工膀胱の汚物を汚物流し本体に排出し
やすいと想定される所定高さ、例えば使用者の下腹部の下端程度の所定高さに設けられる
。汚物流し本体２のスカート部２０の上端２０ｂは、例えば、６５０ｍｍ～７５０ｍｍの
範囲の高さに設けられる。スカート部２０の下端２０ａは、例えば前方側の下端２０ａは
、車いすに乗った使用者の足先が当たらないように床面Ｇから２５０ｍｍ以上の高さに設
けられる。また、スカート部２０の下端２０ａは、例えば、２００ｍｍ～４００ｍｍの範
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囲の高さに設けられる。よって、汚物流しユニット１は、汚物流し本体２の上端２０ｂの
高さが使用者の使いやすいある程度の所定高さに維持されるとともに汚物流し本体２の下
端２０ａの高さが比較的高い位置に形成されるので、高さ方向において比較的コンパクト
に形成され小型化されている。
【００２２】
　図２に示すように、汚物流し本体２は、汚物を排出するための排水トラップ管路３０を
備えている。この排水トラップ管路３０は、ボウル部１６の汚物受け面２２の底部に設け
られた入口３２と、この入口３２から汚物受け面２２を形成する後壁２６の背面に沿って
斜め後方に上昇して延びる上昇管路３４と、この上昇管路３４に連設され水平方向に延び
る排水口部３６と、を備えている。
【００２３】
　汚物流し本体２は、さらに、ボウル部１６の背面側に形成された背面側壁部３８と、汚
物流し本体２を取り付けるときに後述する壁受部４６上に載せられるように背面側壁部３
８に形成された背面側取付部４０と、を備えている。
【００２４】
　背面側壁部３８は、ボウル部１６の背面側において左右方向に延びる壁面を形成してい
る。背面側壁部３８には、ボルトＢを通す溝部３８ａが形成され、溝部３８ａに通された
ボルトＢとナットＮとを締結することにより、汚物流し本体２を壁面Ｗに強固に固定でき
るようになっている。
　背面側取付部４０は、排水口部３６よりも上方且つ背面側壁部３８の上部から下方に垂
れ下がる壁を形成している。汚物流し本体２を取り付けるときに、背面側取付部４０の下
端部を、壁受部４６上の載置部５０に載せることができる。
【００２５】
　汚物流しユニット１は、さらに、壁面Ｗに取り付けられる排水ソケット４２と、排水口
部３６の外周に取りつけられるシール部材４４と、壁面Ｗにボルト（図示せず）により固
定される壁受部４６と、を備えている。
【００２６】
　排水ソケット４２は、管状の排水路を形成する。排水ソケット４２は、壁面Ｗから前方
且つ水平方向に延びる筒状の取付部４８を備えている。排水ソケット４２の取付部４８は
、この取付部４８内に排水口部３６が挿入されて取りつけられた状態において、排水口部
３６と接続される。排水ソケット４２は、その下流端において建物側の排水設備に接続さ
れ、汚物を含む洗浄水を外部へ排出するようになっている。
【００２７】
　シール部材４４は、排水口部３６が排水ソケット４２の取付部４８内に挿入されて取り
つけられた状態において、排水口部３６と排水ソケット４２との間でシールを形成する。
シール部材４４は、ゴム等の弾性部材により形成され、円筒状部材の外周からさらに外側
に突出する環状のひだを備えている。円筒状部材の外周に沿ってひだは２つ並んで配置さ
れている。排水口部３６が取付部４８内に挿入された状態で、このひだが潰れながら排水
口部３６と取付部４８との間の隙間をシールする。
【００２８】
　壁受部４６は、汚物流し本体２を壁面Ｗに取付けるいわゆるバックハンガーの機能を有
する。壁受部４６は、汚物流し本体２の排水口部３６を壁面Ｗの排水ソケット４２に向か
ってほぼ水平方向に取り付けるときに、汚物流し本体２の背面側取付部４０を載せる載置
部５０と、載置部５０よりも前方側において背面側取付部４０の落下を防止する落下防止
部５２と、を備えている。
【００２９】
　載置部５０は、平板状に形成され、壁面Ｗから前方側に水平方向に延びる。
　落下防止部５２は、載置部５０の前部から下がった位置に底部５２ｂを形成し、底部の
前端に縦壁５２ｃを形成している。よって、落下防止部５２は、前後方向の断面において
Ｕ字形状を形成している。落下防止部５２の縦壁５２ｃの上端５２ａは、載置部５０の高
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さと同じ高さに形成されている。好ましくは、この上端５２ａは、載置部５０以下の高さ
に配置される。
【００３０】
　次に、図２、図４及び図５により、本発明の一実施形態による汚物流しユニット１の汚
物流し本体２の壁面Ｗ、排水ソケット４２及び壁受部４６への取付工程を説明する。
【００３１】
　図４に示すように、壁面Ｗには、壁受部４６がボルト（図示せず）により固定される。
排水ソケット４２が壁面Ｗに取り付けられる。排水ソケット４２の取付部４８は壁面Ｗか
ら水平方向に突出される。
【００３２】
　汚物流し本体２が、壁面Ｗに取付けられる前の状態まで準備される。汚物流し本体２の
背面側壁部３８の溝部３８ａに通されたボルトＢが壁面Ｗに向けられた状態でナットＮに
より固定されている。排水口部３６の外周には、シール部材４４が取り付けられる。
【００３３】
　次に、図５に示すように、汚物流し本体２全体が壁面Ｗに向かってほぼ水平方向に移動
される。汚物流し本体２の排水口部３６が排水ソケット４２の取付部４８内にほぼ水平方
向に挿入され、排水口部３６と取付部４８とが取り付けられる（図２参照）。このとき、
シール部材４４は、全体としてほぼ均等に挿入方向に対して後方側に倒れるとともに押し
つぶされる。従って、シール部材４４が傾いてずれたりその一部がめくれたりすることを
防ぐとともに、排水口部３６と取付部４８との間の隙間を均等にシールすることができる
。
【００３４】
　また、図５に示すように、汚物流し本体２全体が水平方向に移動される際に、背面側取
付部４０の下端部を、壁受部４６の落下防止部５２の上方を通過させながら、載置部５０
上に進めることができる。このように、背面側取付部４０の下端部は、載置部５０上まで
ほぼ水平方向のみの移動で移動させることができる。汚物流し本体２を上下方向にほぼ移
動させることなく背面側取付部４０を載置部５０上に仮置きする。
【００３５】
　図２に示すように、背面側取付部４０が載置部５０上に仮置きされた状態で、背面側壁
部３８から延びるボルトＢを壁面Ｗの裏側のナットＮにより壁面Ｗに強固に固定する。こ
のように汚物流し本体２を壁面Ｗに強固に固定される前の段階において、汚物流し本体２
の背面側取付部４０を壁受部４６の載置部５０に載せた状態から、汚物流し本体２が自身
の重心により前向きに傾き、背面側取付部４０が載置部５０から外れた場合にも、落下防
止部５２により汚物流し本体２が床面に落下することを防止することができる。
【００３６】
　本実施形態による汚物流しユニット１によれば、汚物流し本体２の背面側取付部４０を
載置部５０までほぼ水平方向に取付けることができ、且つ汚物流し本体２の排水口部３６
を排水ソケット４２に向かってほぼ水平方向に取り付けることができる。これにより、汚
物流し本体２の排水口部３６が排水ソケット４２に対して傾けられた状態で挿入されるこ
とを抑制することができる。よって、シール部材４４が斜め方向に排水ソケット４２に挿
入されることによりシール部材４４の取付状態が不良となって漏水を引き起こすことを防
ぐことができる。さらに、汚物流し本体２を水平方向に容易に施工することができる。
　また、本発明によれば、汚物流し本体２の排水口部３６を排水ソケット４２に向かって
ほぼ水平方向に取り付けるときに、汚物流し本体２の背面側取付部４０を壁受部４６の載
置部５０に載せた状態から、汚物流し本体２が自身の重心により前向きに傾いて壁受部４
６から外れて落下することを、落下防止部５２により防止することができる。従って、汚
物流し本体２が壁受部４６から外れて落下し、自身が破損する又は床材を破損させること
を防ぐことができる。
【００３７】
　また、本実施形態による汚物流しユニット１によれば、載置部５０が壁面Ｗから前方側
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に水平方向に延びるので、汚物流し本体２の背面側取付部４０を、壁受部４６の載置部５
０に載せた状態でほぼ水平方向に移動させながら取付けることができる。よって、本発明
によれば、汚物流し本体２の排水口部３６を排水ソケット４２に向かってより確実にほぼ
水平方向に移動させることができ、シール部材４４の傾きやずれをより生じにくくするこ
とができる。
【００３８】
　次に、本実施形態による汚物流しユニット１によれば、汚物流し本体２の背面側取付部
４０を、落下防止部５２の縦壁５２ｃの上端５２ａを乗り越えるように一端上方に移動さ
せた後に壁受部４６の載置部５０上まで下降させることなく、汚物流し本体２の背面側取
付部４０を、落下防止部５２の縦壁５２ｃの上端５２ａの上方を通過して載置部５０上ま
でほぼ水平方向に移動させるのみで取付けることができる。従って、本発明によれば、汚
物流し本体２の排水口部３６が排水ソケット４２に対して傾けられた状態で挿入されるこ
とをより確実に防ぐとともに、汚物流し本体２の排水口部３６を排水ソケット４２に向か
ってほぼ水平方向に取り付けることができる。
【００３９】
　また、本実施形態による汚物流しユニット１によれば、汚物流し本体２の上端２０ｂは
、人工肛門や人工膀胱を装着した使用者が立った状態で人工肛門や人工膀胱の汚物を汚物
流し本体２に排出しやすい高さに設けられ、且つ汚物流し本体２のスカート部２０の下端
２０ａが床面Ｇから２５０ｍｍ以上の高さに設けられるような、高さ方向の比較的コンパ
クトな汚物流しユニット１が形成される。本発明によれば、このような小型化された汚物
流しユニット１について、汚物流し本体２の排水口部３６を排水ソケット４２に向かって
ほぼ水平方向に取り付けることができる。
【符号の説明】
【００４０】
１　　　　　　汚物流しユニット
２　　　　　　汚物流し本体
１６　　　　　ボウル部
２０　　　　　スカート部
２０ａ　　　　下端
３６　　　　　排水口部
３８　　　　　背面側壁部
４０　　　　　背面側取付部
４２　　　　　排水ソケット
４４　　　　　シール部材
４６　　　　　壁受部
５０　　　　　載置部
５２　　　　　落下防止部
５２ａ　　　　上端
Ｇ　　　　　　床面
Ｗ　　　　　　壁面
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